
算数科学習指導案 

指導者 徳田 拓也 

 

１ 日時     平成３０年１１月９日（金） 

２ 学年，学級  第３学年１組 

３ 単元名    「分数」 

４ 単元目標   分数の意味や表し方，分数の加法および減法の意味について理解する。 

５ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

分数を用いると，整

数で表せない等分して

できる部分の大きさや

端数部分の大きさを表

せるよさに気づき，生

活や学習に用いようと

する。 

分数は都合に応じて

単位量をｎ等分した１

こ分を単位としている

ことをとらえ，分数の

表し方や分数の加減計

算の仕方を考え，表現

することができる。 

等分してできる部分

の大きさや端数部分の

大きさを，分数を用い

て表すことができる。 

分数が用いられる場

合や分数の表し方につ

いて知り，分数の意味や

分数の加法及び減法の

意味について理解する。 

端数部分を表す数とし

て小数と分数があるこ

とを知り，1

10
の位までの

小数と分母が１０の分

数の関係について理解

する。 

６ 単元について 

（教材観） 

   本単元は，小学校学習指導要領(平成２９年告示)解説算数編には以下のように位置づけられている。 

第２学年の「分数」では，生活経験の中で使われる「半分」という言葉をもとに，具体的な操作活

動を通して１

2
，１

4
，１

8
などの簡単な分数について学習している。また，第３学年「小数」では，単位量に

満たないはしたの量を，小数を用いて表すことを学習している。 

   本単元では，既習の学習内容をふまえて，量の大きさを表す分数の意味や，表し方を本格的に扱うと

ともに，分数についても整数同様に加法及び減法ができることを知り，それらの計算の仕方を考え，

計算ができるようにすることをねらいとしている。 

 

第３学年 Ａ数と計算 

   Ａ（６）分数の意味と表し方 

（6） 分数とその表し方に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

  ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

  （ｱ） 等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数を用いることを知る 

こと。また，分数の表し方について知ること。 

  （ｲ） 分数が単位分数の幾つ分かで表すことができること。 

（ｳ） 簡単な場合について，分数の加法及び減法の意味について理解し，それらの計算がで

きることを知ること。 

   イ 次のような思考力・判断力・表現力等を身に付けること。 

   （ｱ） 数のまとまりに着目し，分数でも数の大きさを比べたり計算したりできるかどうかを 

考えるとともに，分数を日常生活に生かすこと。 
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（児童観） 

第２学年で学習した「分数」については，1

2
，1

4
など表現することについては覚えており，ホールケー

キを４等分にした絵を見せた時，１切れが１

4
であるとほとんどの児童が答え，概ね理解できている。ま

た，等分のものと等分でないものを見せて，どちらが１

4
かを解答する問題では，等分してできる部分の

大きさを分数としてとらえることはできているが，その理由を言葉で説明することはできていない実

態が見られた。さらに，解決方法の検討場面においても，言葉，図，式などを使って自分の考えをま

とめ，筋道を立てて説明することが難しい児童が多くいる。 

（主体的・対話的で深い学びを目指して） 

主体的・対話的な学びについては，学年当初から「みんなでできる・みんながわかる」を意識し，

取り組んでいる。また，「大町小学び合いスタイル」をもとに学習を進めることで，少しずつ主体的な

学びとなりつつある。 

ペアやグループ学習では，ほとんどの児童が意欲的に取り組むことができており，児童意識調査で

は，約９０％の児童が，ペア学習やグループ学習を活用して学習を進めることに対して肯定的にとら

えている。また，分からないときや自信がもてないときには，自主的にペアやグループで相談しなが

ら授業に臨むことができるようになってきている。しかし，グループ学習では，分からないことを

「分からない。」と言えず，あまり発言できていない児童も見られる。 

解法の検討場面では，出された解法を見て，解法の検討の視点をもとに共通点や相違点に気づくこ

とができるようになってきている。しかし，解法の説明が十分でなかったり，分かりにくかったりす

るために，「みんながわかる」学びとなっていかない現状が見られる。主体的・対話的な学習を意識し

た授業を展開しつつ，それが深い学びへとつながっていくためには,全員が発言できるよう指導を工夫

し，理由を考えたり，考えを具体的に説明したりする機会を繰り返し設定していく必要がある。 

（指導観） 

分数の意味を理解できるようにするために，任意の大きさを基準とする分割分数と，１ｍや１Ｌな

どを基準とする単位量分数との違いについて，もとになる大きさに視点を置きながら指導していきた

い。そのためには，抽象的な説明にならないように，具体的なテープ図や液量を示した図を使って説

明する場面を意図的に設定し，理解を深めたい。本時でも，分割分数と単位量分数の違いを明確にさ

せ，２つの図を比較し考えさせることで自分の言葉で説明できるようにしていきたい。 

また，分数と小数の関係を把握させるために，１つの数直線上に単位量を１０等分した分数と小数

を表し，小数と同じ構成になっていることに気づかせ，分数と小数を関連づけて考えさせたい。そし

て，「単位分数の何個分」で考えることで，分数について加減法の計算ができることをとらえさせ，整

数の場合と同様に扱うことができるという統合的・発展的な考え方を育てていきたい。 

本時では，テープ図を見て色を塗った部分の長さが３

4
ｍになるものについて考えていく。その際， 

  ３

4
と３

4
ｍで迷う児童が多くいると思われる。分数を数としてとらえるようにするために，何等分かとい

う見た目で惑わされることなく，「もとにする大きさ１m」を何等分しているかに着目させ，その 1こ

分の単位分数は何か確実に押さえられるようにしたい。また，3

4
ｍはどちらか，アとイのテープ図を比

較しながら考え，根拠を基に説明させていく中で，数学的な見方・考え方を高めていきたい。そして

本時では，どちらが3

4
ｍか児童全員に選択させることで自分の考えをもたせるようにする。そう考えた

理由について，既習を基に説明する機会を繰り返し設定することで，新たな考えをもったり，考えの

変容に気づいたりするような深い学びへとつなげていきたい。 

 

 

 

 

 

 



７ 指導と評価の計画（１１時間） 

次 時 ねらい 
評価の観点 

関 考 技 知 主たる評価規準（評価方法） 

１ 

１ 

１ｍを３等分した１こ

分をの大きさを分数で１

3
ｍ

と表すことを理解する。 

   ○ 

・１ｍを３等分した１こ分の長さを，１ｍの

「三分の一」といい，「1

3
ｍ」と書くことを理

解している。     （発言・ノート） 

２ 

分数の大きさは，単位分

数の何こ分で表すことを

理解する。 

   ○ 

・２

3
ｍは１ｍを３等分した２こ分の長さであ

ることを理解している。 

（発言・ノート） 

３ 

「分数」「分母」「分子」

の用語の意味を知り，液量

についても，端数部分の大

きさを分数で表せること

を理解する。 

  ○  

・１Ｌを等分し，それを何こか集めた大きさ

を，分数を用いて表すことができる。 

（発言・ノート） 

４ 

算数的活動を通して，等

分することや単位分数の

何こ分で大きさを表すこ

との理解を深める。 

○    

・学習内容を適切に活用して，活動に取り

組もうとしている。 

（発言・ノート）                                

２ 

５ 

数直線に表された分数

を読み取り，分数の大きさ

の表し方や大小について

理解する。 

  ○  

・数直線に表された分数の大きさを読み取

ることができる。 

（発言・ノート） 

６ 

数直線に表された分数

を読み取り，分数の大きさ

の表し方や大小について

理解する。 

  ○  

・数直線に表された分数の大きさを読み取

ることができる。 

（発言・ノート） 

３ 

７ 

もとの長さに着目し，

「□

□
ｍ」と「もとの長さの

□

□
」の違いをとらえ，説明

することができる。  

      （本時）                    

 ○   

・もとの長さに着目し，「□

□
ｍ」と「もとの長

さの□

□
」の違いをとらえ，説明している。 

（発言・ノート・ワークシート） 

８ 

分母が１０の分数と１

10
の

位までの小数の関係につ

いて理解する。 

   ○ 

・数直線上に表された１

10
を単位とした分数

について，その大きさや小数との関係を理

解している。     （発言・ノート） 

４ 

９ 
分数の加法及び減法の

計算の仕方について理解

し，それらの計算ができ

る。 

 ○   

・単位分数の何こ分で考えると，整数と同じ

ように分数の加減計算ができることを式や

図を用いて考え，説明したりまとめたりし

ている。       （発言・ノート） 

10    ○ 
・分数の加減計算の仕方を理解している。 

（発言・ノート） 

５ 11 
学習内容の定着を確認

し，理解を確実にする。 
   ○ 

・基本的な学習内容を身につけている 

（発言・ノート） 

 

 



８ 本時の目標 

  もとの長さに着目し，「□

□
ｍ」と「もとの長さの□

□
」の違いをとらえ，説明することができる。 

９ 本時の評価 

到達度 具体の評価規準 判断の目安 

十分に満足できる状況 
○もとの長さに着目し，「□

□
ｍ」と「もと

の長さの□

□
」の違いをとらえ，説明してい

る。 

○２ｍの□

□
と□

□
ｍの違いを比較し

ながら，根拠をもって説明する

ことができる。 

概ね満足できる状況 

○もとの長さ１mに着目し， 
□

□
ｍの大きさを説明することが

できる。 

努力を要する状況の 

児童への手立ての例 

○ペアやグループで適宜相談する時間を取り，考える視点をもたせる。 

○既習事項を掲示し，振り返ることができるようにする。 

１０ 本時の学習展開 

学習 

形態 
学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 

・支援，評価【観点】 

（評価方法） 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．問題を提示し，課題をも

つ。 

 

 

Ｔ：色を塗ったところが， 
3

4
ｍになっているテープは

ア・イどちらか考えてみよ

う。 

 

 

２．自分の考えをもつ。 

Ｔ：どちらが3

4
mか選びまし

ょう。なぜそうしたか，理

由も考えましょう。 

 

３．問題に取り組む。 

Ｔ：なぜ，そう考えたの

か理由を説明し，話し合

いましょう。 

 

 

 

 

 

Ｃ：アは，四等分した三つ分

で，3

4
になっている。 

Ｃ：イも3

4
になっている。 

Ｃ：イは3

8
かな？ 

Ｃ：アは，もとの長さが２ｍの3

4
 

ｍになっている。 

Ｃ：イは１ｍをもとにした３

4
ｍ

になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：アが3

4
ｍになっている。 

Ｃ：イは3

4
ｍになっている。 

 

 

Ｃ：アは４等分されている３つ

分だから，3

4
ｍだと思います。 

Ｃ：４つに分けたものが３つ分

だから,アが正しいと思います。 

Ｃ：もとの長さ１ｍ分を４つに

分けた３つ分だから，イが正し

いです。 

Ｃ：1

4
ｍが３つ分だからイが3

4
ｍ

です。 

・テープ図を１つずつ

提示することで，視点

を明確にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人で考えをもたせ

てから，グループ活動

に入るようにする。 

 

・ホワイトボードに答

えとそう考えた理由を

明確に書くように促

す。 

 

 

 

 

 

3

4
ｍはどちらか，せつ明しよう。 



 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．互いの考えを出し合う。 

Ｔ：気づきを言いましょ

う。 

 

 

Ｔ：では，それぞれの代表

グループに説明してもら

いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：２つに分かれました

ね。こういう場合は，今ま

で習った学習を振り返っ

て，考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

５．解き直しをする。 

Ｔ：今日の学習で分かった

ことをノートに整理しま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：アが3

4
mになっているグル

ープは，○班と○班です。 

Ｃ：イが3

4
ｍになっているグルー

プは，△班と△班です。 

～アについて～ 

Ｃ：テープを４つに分けていま

すよね？その３つ分だから，3

4
 

mになると思います。 

Ｃ：２ｍを４つに分けた３つ分

ですよね。イは８つに分けた３

つ分だから3

8
です。だからアだと

思います。 

～イについて～ 

Ｃ：もとの長さ１ｍを４つに分

けた３つ分なので3

4
ｍです。 

Ｃ：アは，１ｍより大きいです

よね。3

4
ｍだから，１ｍよりも小

さくなるはずですよね。だから

アはちがうと思います。 

Ｃ：イは１ｍを４つに分けた１

つ分が1

4
ですよね。その1

4
ｍが３

つなので3

4
ｍです。アは，１ｍを

２つに分けていますよね。１ｍ

は２

2
ｍで１ｍです。それより１

つ分大きいから，アは3

2
ｍです。

だからイが3

4
ｍです。 

Ｃ：「もとの長さ１ｍ」がキー

ワードになります。 

Ｃ：アは「もとの長さ１ｍ」よ

りも大きくなります。 

Ｃ：イの方が，3

4
 m が３つ分だ

から3

4
ｍです。 

Ｃ：ァは，１ｍより大きいから3

2

ｍになります。 

 

 

Ｃ：初めは，４つに分けた３つ

分が3

4
 m だと思っていたけど，3

4
 

mはもとの長さ１ｍを４つに分

けた３つ分だとわかりました。 

Ｃ：3

4
 はいろいろな大きさがあ

るけど，3

4
 m みたいに長さを表

す分数もあると分かりました。 

 

 

・グループ分けするこ

とで，視点を明確にす

る。 

 

 

・アだという班を先に

取り上げた後に，イだ

という班を取り上げ

る。 

・１回の説明で終わら

せるのではなく，適宜

相談を取り入れながら

繰り返し説明させる。 

・アとイを比較させな

がら，なぜイが3

4
ｍなの

か理由が明らかとなる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童が混乱してきた場

合には，「もとの長さ１

m」までを示し，どちら

が3

4
ｍかを考えさせる。 

・「もとの長さ１m」と

いう言葉に着目させ，

どちらが正解か考えさ

せる。 

 

 

・適宜相談する時間を

取り入れることで，理

解を深める。 

 

・分割分数と単位量分

数の違いに気づかせ，

まとめにつなげる。 



 

個人 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．まとめをつくる。 

Ｔ：今日大事だったことを

まとめましょう。 

 

 

 

７．適用問題を解き，振り返

りをする。 
4

6
ｍは，どちらでしょうか。 

今日の学習をもとに，理由も

説明しましょう。 

Ｔ：問題ができた人から，

ノートに振り返りを書き

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：4

6
ｍはイです。理由は，もとの

長さ１ｍを６つに分けた４つ分

だから。 

Ｃ：4

6
ｍはイです。理由は，4

6
ｍは，

１ｍよりも小さいから。 

 

Ｃ：初めは，アが3

4
m だと思って

いたけど，もとの長さ１ｍをい

くつに分けているかが大切だと

分かりました。 

Ｃ：3

4
はいろいろな大きさの3

4
があ

るけど，3

4
m はどれも同じ長さだ

と分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】もとの長さに着

目し，「□

□
ｍ」と「もとの

長さの□

□
」の違いをとら

え，説明している。 

（ワークシート） 

 

・振り返りの視点を掲

示しておき，自分の言

葉で，分かったことや

大切だと思ったことを

書くように指導する。       

１１ 板書計画 

 

                                       

                                  3

4
ｍは，もとの長さ１mの3

4
にな 

る。1

4
m の３こ分。長さを表す

分数もある。 

                                  （適用問題） 

                                             

 

               

                                  （ふりかえり）                           

〈気づき〉 

・どちらも３か所ぬっている。 

・アは１mよりも長い。 

・イは１mより短い。 

・アは3

4
ｍ？ 

・イは3

8
ｍ？ 

 

3

4
m は，もとの長さ１m の3

4
の長さになる。また，長さ

などを表す分数もある。 

３

４
ｍはどちらか，せつ明しよう。 

ア イ 

めあて 

問 題 

まとめ １１／９ 分数 


